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[はじめに]重症な端息重積発作では、積極的な

人工呼吸管理を必要とするが、気道内圧の上昇によ

り、常にbarotraumaの合併を伴いやすく、気道内圧

を上昇させないための方策が必要となる。その一策

として人工呼吸中の気管支拡張剤の吸入療法が行わ

れるが、十分な薬効を得られないことがしばしばで

ある。そこで、 1PPBによるエアロゾル吸入療法と胸

郭のsqueezl叫(呼気時絢郭圧迫)を併用する ことに

より、劇的な気道内圧の低下を認めたので報告する。

[対象と方法]当院救命・救急センターに目指息、重

積発作で搬送された4例 (男性3f9!J、女性l例、年齢
は 23~74歳で平均4 1. 3:t17. 7歳)を対象とした。い

ずれも鎮静下にサーボベンチレータ900Cにて調節呼

吸中であり、バードマーク7を用いてP刺激薬とし

て硫酸サルブタモールO.5mt、日客疲溶解剤として塩

酸ブロムヘキシンImt、生理食塩水Imtのエアロゾル

吸入療法を行った。この際、 1P P Bは吸気圧15cmHzO、

Flowl5Umin、F10Zは人工呼吸器の設定と同じ濃度に

て設定し、手動吸気ノ ブで吸気をコ ントロールし、

同時に呼気に同調して主に胸郭下部をsqueezlngし

た。1P P B終了後、気管内吸引を施行しサーボベンチ

レータに装着し以下の項目について比較検討した。

4例を対象に14団施行し、最高気道内圧 (P1 P)、プラ

ト一気道内圧 (E1 P)、気道内閉塞法によるautoPEEP、

静的コンブライアンス (CST)、動的コンブライアン

ス (CDYN)、気道抵抗(RAw)、動脈血酸素飽和度 (SP02) 

を測定し、対応のある t検定を用いて分析した。

[結果1 (表 1)。

[症例123歳、男性。小児端息、の既往あり、端息
重積発作を起こし意識消失、チアノーゼとなり当救

命救急センター来院となった。血液ガスはpH7.005、

PaCOz 117. 8mmHg、PaOz40.9mmHgであり、気管内挿管

後、調節呼吸(FIOZO.4、RR20、MV8t.VT400ml)にて人

人工呼吸と薬物療法を開始した。胸部X線所見では

皮下気腫、縦郭気腫、右上業の無気肺を認めた。

P 1 Pは60cmH20と高く、吸入麻酔療法も考えられた

が、IPPBによる気管支拡張剤のエアロゾル吸入療法

をsqueeZ 1 ngと併用して施行した。4時間lこl回の頻

度で施行し、 P1 Pの低下と血液ガスの改善が得られ、

第b病日には抜管可能となった。P1 Pの変化は第l病

日では62から40cmHzO(血液ガスは施行前pH7.229、

PaCOz66.6mmHg、PaOz97.6mmHgから、施行後pH7.302、

PaCOz54.2mmHg、PaOz111. 6mmHg)、第2病日には50

から30.6cmHzO、第j病日には33.4から23.9cmHzO、

第4病日には31. 6から21.7cmHzOと低下した。無気肺

は右上葉部の集中的squeezlngにより改善した。

[考察1F i s h e rによれば端息重積発作時の搬送中

の蘇生法としてバッグによる加圧呼吸と下部胸郭の

squeezlngを併用することにより、呼吸停止23例中

日例を、心肺停止8例中6例を蘇生したと報告してい

る。このように端息重積発作時にはバッグあるいは

人工呼吸による加圧では十分な換気を得ることが困

難で、 呼気時に胸郭下部のsqueezingを併用すると効

果的と思われた。一方、端息重積発作時の呼吸管理

ではHFJVやmecanicalcontrolled hypoventi lat ion 

により最高気道内圧をし、かに低く押さえることに主

眼がおかれるが、この際にも気管内の至適部位への

気管支拡張薬のエアロゾルを到達させれば劇的な改

善を得ることも可能で、我々の方法は試みる価値が

あるものと思われた。

(表 1) IPPBとChestSqueezing前後の変化

施行前 施行後 有意差

PIP(cmHzO) 3. 6:!: 1 7. 7 27. 9士9.9 * 
~IP (cmHzO) 20. 9:!:5. 8 15. 5士4.6 * 
~utoPEEP (cmHzO) 16. 1:!: 9. 7 10. 3:!: 6. 8 * 
仁ST(mt/cmHzO) 25. 4:!: 11. 9 33. 2士13.3 * 
~ DY N (mt/cmHzO) 12. 7:!: 5. 9 18. 7:!: 7. 9 * 
~^w (cmH zO/t/s e c) 35. 0士2O. 6 21. 1士12.8 * 
S pO z (出) 96. 6:!:l. 7 98. 8士1.8 * 
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